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放射線科学 

 

Röntgen のＸ線に関する論文と最初に出版物に出た 

Ｘ線写真（特に人体病変のＸ線写真） 

 

 

玉木 正男   

 

Ⅰ．W.C.Röntgen のＸ線に関する三編の論文について 

（１）Ｘ線の発見を報告した Röntgen（ドイツ、ヴュルツブルク大学物理学正

教授）の画期的な論文が１８９５年１２月末に出版されてから百周年が近い。

Röntgen のＸ線に関する論文はその後１８９６年と１８９７年、計３編が発表

されたが、それら３論文のどこにもＸ線写真を見い出せないのは少し意外であ

る。Röntgen 自身が撮影したＸ線写真としては、少数の親しい物理学者に最初

の論文と共に郵送したといわれるもの（一つの指輪つきの手の指、ベルタ夫人

の手だろうという）と１８９６年１月２３日ヴュルツブルク大学での講演の時

撮影したといわれる Kölliker 教授の手の写真（二つの指輪つき）がある。しか

し非特定多数の人が後世いつでも見得る形、すなわち出版物（特に定期刊行学

術誌）の紙面にＸ線写真を残すことはしなかった。（この小文では、観察できた、

講演、供覧したと伝えられる事項は簡単に、出版物に残された事項に重点をお

いて記述を進めたい。） 

 

（２）１８９５年の最初の論文 

 「放射線の一新種について」（予報）と題する広く知られた論文である。その

原本をみたいと思い International Loans of Libraries を通じてコピーを入手し

た。図１ａは、雑誌の名（ヴュルツブルク物理学－医学協会会報）、発行年と号

（１８９５年、第９号）また目次［p.129 の小児頭部奇形についての一論文と

p.132 に始まる Röntgen の論文（終わりは p.141）など］を示す第９号の初ペー

ジである。図１ｂは Röntgen の論文の始まるページで、論文の冒頭に「１２月

２８日に投稿された」と付記されている。Röntgen の論文が有名になった後、

これを第９号の初めに出した印刷物が普及した。 

 Röntgen はこの論文中に『写真乾板（photographische Trockenplatte）が

X-Strahlen に感ずる（empfindlich）という事実は特に重要であり、蛍光板で眺
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めた大切な所見を固定（fixieren）することができる。例えば、木片に巻き付け

隠された針金、手骨の Schatten の Photographien を私は所有している（原文

のまま）』と述べたのは、史上最初のＸ線写真に関する記述と言えるが、写真を

論文には示さなかった。 

 

（３）１８９６年３月と１８９７年５月の Röntgen の論文 

 前者は「放射線の一新種」（続報）と題して上記の「予報」と同じで雑誌に出

た。後者は「Ｘ線の諸性状についての追加観察」と題する論文であるが、１８

９８年 Annalen der Physik und Chemie（物理学化学年報、ベルリン物理学会

協賛出版）が N.F.(Neue Folge, new series)の６４巻第１号の p.1、p.12、p.18 に

上記三論文を一続きに掲載した。普及した高名の専門誌で、６４巻は日本の十

数カ所の図書館が所蔵している。『第１報（予報を改名している）と第２報（続

報を改名）とが原文のまま変えないで（unverändert）第３報と共に一括して出

版してもらえたことを感謝する』と Röntgen は付記している。 

 

（４）Röntgen の生誕地、ドイツの Remscheid-Lennep にある Deutsches 

Röntgen-Museum は１９７９年“Wilhelm Conrad Röntgen. Opera Selecta”

と題する書籍を出版、筆者は１９８２年この Museum を訪ね E.Streller 館長か

らこれを寄贈された。１８６５年から１９２１年にわたる論文６０編のリスト

が出ているが、１８９５年以後の１０編をタイトルで判断する限り、Ｘ線に関

する論文は前記の３編だけであり（書物の序文でもこのことを明記）、３編は全

文が書物に印刷されている。 

 上記(2),(3),(4)を通じて、出版されたＸ線写真は全く見られない。上記の

Annalen など、雑誌によっては写真、図表専用に良紙質のページを別とじで編

集するものもあるが、それらにも見られない。 

 何故Ｘ線写真を Röntgen は出版されるべき論文に載せなかったのか。筆者の

推測では、百年前の写真製版技術と雑誌用紙は不満足なものであり、また記録

によれば数十分間も要したＸ線露出では特に生体写真では微動によるボケもあ

り得るから、Röntgen のきびしい性格も影響したか、紙に印刷して後世に残す

ことをためらったのであろうか。次に記す他の人々が始めて残したＸ線写真の

印刷も、もとより満足な画質ではない。 
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Ⅱ．Ｘ線発見を報ずる最初の論文出版から、Ｘ線写真が始めて出版物に現れる

までの経過 

 この経過は僅か一ヵ月足らずであった。ウィーン、またブダペストの学者達

の撮影したＸ線写真（人体病変のＸ線写真を含む）とその解説、論文が速やか

に週刊出版物に現れ、百年後の今もその出版物又はそのコピーを目にすること

ができる。これにはプロセスを早める次のような事情があった 1)。 

（１）1896 年１月４日、ウィーン大学（物理学化学研究室）Franz Exner 教授

宅での新年会： 

 F.Exner は以前の研究同僚 Röntgen から十二月末出版の論文をＸ線写真と共

に郵送され、これを少数の科学者達に見せた。その一人 Prag の物理学者 Ernst 

Lechner はその重要性に驚き、日刊新聞の編集長をしている父にその夜詳しく

伝えたという。 

 

（２）1896 年１月５日、ウィーンの日刊新聞 Die Presse の朝刊の報道： 

 「センセーショナルな一発見」という見出しの第１頁全面の記事（図２）で

ある。（筆者はこれを前記 Röntgen-Museum で入手した。）「ヴュルツブルクの

Routgen（誤記された）教授が成し遂げたと言われる一発見のニュースは今やウ

ィーンの科学者仲間に一大センセーションを起こしている」という文から始ま

る。Ｘ線発生の技術面については、「Routgen は、Crookes 管－感応電流の通る

きわめて強く排気したガラス管－が外部へ送り出す放射線を用いて、普通の写

真乾板で写真を撮っている」と記すだけである。この放射線は通常光線の透過

しない木片、有機物質などを透過するのに反して、金属や骨には阻止されるの

でこれらを写真に写すことができる螂螂など、それまでにわかったことを述べ、

後の大半には骨折その他の骨病変、留弾など体内異物を診断できる可能性から、

全く空想的なことまでが書かれている。このことは直ちに英国などに打電され

て日刊新聞に報道され、数日中に世界各国に知れわたった。 

 

（３）ウィーンの物理学者、医師が実施したと言われるたちのＸ線に関する早

期の仕事（１８９６年１月１０日～１月末日）： 

 前記の物理学教授 Franz Exner の弟、生理学教授 Sigmund  

Exner は、W.C.Röntgen が撮影したＸ線写真（指輪つき指骨）を１月１０日の

ウィーン医師会で供覧した［同医師会の正式議事録 2)］また Sigmund  

Exner は、大学病院内科教授 E.Neusser らに依頼して、患者の物理学研究室で
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のＸ線撮影（露出時間は 0.5～2 時間）を試み、幼児の重複趾骨、前腕の骨折、

手の留弾などのＸ線写真を１月１７日の同医師会で供覧したという。（１月２４

日にはＸ線で確認されたこれら病変の治療を外科医が報告したという。）また同

月末 Neusser は胆石のＸ線写真を示し、腎石、膀胱結石も骨同様にＸ線不透過

性であることを報告したと言われる 1)。（これらのウィーンで撮影されたという

Ｘ線写真で出版物に残されたものを、今までのところ筆者は知らない。） 

 

Ⅲ．ウィーン大学で撮影され、始めて論文に現れた人体（特に病変）のＸ線 写

真［Wiener Klinische Wochenschrift（ウィーン臨床週報）1896 年 1 月 23 日

発行、９巻４号 p.63-64］ 

 前記 Franz Exner 教授のウィーン大学物理学化学研究室から、この雑誌（本

誌の第９巻は日本の十数大学の医学図書館が所蔵）に Röntgen 式写真の実地利

用についての一論文（図３）が寄稿され（Ein Beitrag zur praktischen 

Verwerthung der Photographie nach Röntgen）、同研究室で撮影した人体Ｘ線

写真２葉が掲載された。これは後記のブダペスト大学のケースと共に出版物に

現れた史上最初のＸ線写真と言えよう。論文の著者は Franz Exner 教授門下の

助手 E.Haschek と医師 O.Th.Lindenthal の連名である。 

 図４は、ヒト死体での検査ではあるが血管造影法の発足といえる研究を示す。

すなわち「手のＸ線写真で骨が見えたのに対して、筋、血管、神経などはＸ線

を透過さすので見えなかったが、これらの組織を適切な処置でＸ線不透過性に

することによって写真に写るようにする試みを思い付いた」という。この試み

には血管系が最適と思われた。骨同様にＸ線不透過性であろうと期待される

Teichmann'sche Masse（その主成分は石灰）を、ヒト死体の上腕動脈に注入

してＸ線写真を撮影した（なお示指に銅線を巻き付けた）。露出時間５７分で銅

線、骨の他に血管が微細な分枝に至るまで明白に浮き出て現れたと述べている

が、これは１００年前における画期的なＸ線造影検査法の発想である。［なお、

原文に「この異常例では掌動脈弓は欠損しているようだ」と書かれているのに、

この動脈弓をきれいに描き加えた（“retouch”した）解剖学図譜のような画像

を最初の血管造影写真として紹介している海外文献がある。］ 

  図５は、昔ピストルで撃たれた研究室職員の小指のＸ線写真である。『小指

の中節骨は、屈曲した形で Callus（仮骨）によってうずめられた骨欠損を「明

示」している』と記している。残留金属弾片は見られないことに注目したい。［原

著の紙面を現在見る限り「明示」とは言いにくいけれども、生体の微動のあり
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得る数十分間の露出と当時の写真製版技術とを考え、また残留弾片はないと診

断できることを考えると、百年前の定期刊行医学雑誌に残された史上最初の人

体病変のＸ線写真を、これを専攻してきた一医師として高く評価したいと思

う。］ 

 

Ⅳ．ブダぺスト大学の物理学者が撮影し出版物に出たＸ線写真［Orvosi 

Hetilap（医事週報）1896 年 3.sz.（第３号）、p.33-35］ 

 「身体を通じての骨格の Röntgen 写真」と題する報道である。その初頁の前

半を図６に示す。p.35 の文末に執筆者 Endre HÖGYES 教授（医師）の名が見

られる。 

 図 6 ブダペスト医事週報 1896 年第 3 号の報道文 

 ハンガリーのブダペストには、ウィーンとは違って W.C.Röntgen からＸ線写

真は来なかったけれども、彼の実験についての情報が日刊新聞に出た後、ブダ

ペスト大学の物理学教授 Lorand EÖTVÖS と Jenö KLUPÁTHY は、この医事

週報発行の８～１０日前にすでにＸ線写真を撮影できたと記し、その４葉を紙

面に掲載した。 

 図７はヒト生体の拇指と指輪をはめた示指 

 図８はヒト死体の指骨 

 図９は蛙（クロロホルム麻酔）の全身と数カ月のヒト胎児（アルコール漬）

の上、下肢の骨 

 図 7、8 ブダペスト大学大学で撮影の X 線写真 

 図 9 ブダペスト大学大学で撮影の X 線写真 

 Eötvös（エトヴェシュ）はこの同じ年（１８９６年）に「ねじり秤」の実験

を行った学者で、これは一般相対性理論の実験的基礎となったという 3)。尚、

同教授の名を付けた Eötvös 大学がブダペストにある。 

 この週報は１８９６年の第３号だから、同年１月半ば、前記ウィーン大学の

論文と相前後して出版されたと考えられる。 

 Orvosi Hetilap のコピー入手については、在日ハンガリー大使館 Mrs.Hiroko 

YAMADA、ブダペスト大学外科の Dr. Harka István の御協力を得た。またハン

ガリー語文についてハンガリー語・英語辞典などを見るだけでは理解困難であ

った点をご教示願った Prof.Andreás FRANK（Eötvös University）に感謝する。 
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 追 記 

（１）１８９６年１月３０日（Röntgen の第１報から丁度１ヶ月後）発行の

Deutsche Medizinische Wochenschrift（ドイツ医事週報）第２２年第５号

p.65-67 にも人体Ｘ線写真が出た。論文の著者は、さきに１月６日のベルリン内

科医会で Röntgen から入手した手のＸ線写真を供覧した M.Jastrowitz4)で、ベ

ルリンの P.Spies が撮影した指輪つき手のＸ線写真（５本の指骨と中指骨の遠位

半分）と数年前ガラスびんで負傷した手のＸ線写真（中指の瘢痕にガラス小片

が現出）を論文中に示している。 

（２）指のまわりの指輪などは別として、人体、動物体以外の物体のＸ線写真

が、１８９６年１月末以前に出版物に出たか否か、筆者は知らない。 

 

 文 献 

1) Erna Lesky: Meilensteine der Wiener Medizin, p.219-225.（Wilhelm  

Maudrich 出版）［ウィーン大学医史学研究所提供］ 

2) Wiener Klinische Wochenschrift. 9 巻 3 号（1896 年 1 月 16 日）p.48. 

3) 岩波理化学辞典、第４版、１９８７年（岩波書店） 

4) Berliner klinische Wochenschrift. 33 巻 2 号（1896 年 1 月 13 日）. p.47.  

 

（大阪市立大学名誉教授） 
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